










要約:東大分院を訪れた妊婦の 14.6%に何らかの母体感染症が合併していた。GBSが 9.6%と

最も多く、次いで、性器ヘルペス 2.8%であった。母子感染に関する文献検索を行った所、

この 6 年間では発表されている論文は着実に増加している。エイズウイルス・B 型肝炎ウ

イルス、HTLV-1 が多くの関心をひいている。母子感染率としては、C型肝炎ウイルスがか

なり高いようなので、今后の検討を要する。妊婦における風疹抗体価の判断に IgM 抗体を

導入する必要はあるが、なお、解決すべき問題点が残されている。 


